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作成の経緯及び参照先 
「治験の実施状況の登録について」（平成 30 年 3 月 26 日 薬生審発 0326 第 3 号）の発出

により、各企業での臨床試験情報登録に対する疑義の解消を目的として、2018 年 9 月 21 日

に「治験の実施状況等の登録について」に関するＱ＆Ａ第 1 版を作成しました。 

その後、「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律等の一部

を改正する法律の施行に伴う関係省令の整備等に関する省令（改正省令）」（令和 2 年 厚生

労働省令第 155 号）、及び「治験の実施状況等の登録について」（令和 2 年 8 月 31 日 薬生

薬審発 0831 第 9 号）の発出等により改訂を重ね、今回 2024 年に開催された jRCT のあり方

検討に係る有識者委員会における議論の結果（https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_41264.html）

及び 2026 年 3 月の臨床研究等提出・公開システム（jRCT）の改修を受け、Ｑ＆Ａを第 5 版

（以下、本Ｑ＆Ａ）として改訂しました。改訂履歴の詳細は、「8. 改訂履歴」を参照くださ

い。 

なお、本Ｑ＆Ａで述べている国内の jRCT への登録については、適宜 jRCT 関連資料及び

よくあるお問合せ（https://jrct.mhlw.go.jp/）をご一読ください。臨床試験情報登録センター

（以下、登録センター）へは、原則、世界保健機関（WHO）の求めるデータセット 24 項目

を登録することが規定されています。WHO データセット 24 項目は、WHO Trial Registration 

Data Set (https://www.who.int/clinical-trials-registry-platform/network/who-data-set)で公開されて

おり、各登録項目の目的及び意義等は、WHO International Standards for Clinical Trial Registries

（https://www.who.int/publications/i/item/international-standards-for-clinical-trial-registers）で公開

されています。 

また、本Ｑ＆Ａでの「本通知」は「治験の実施状況等の登録について」（令和 2 年 8 月 31

日 薬生薬審発 0831 第 9 号）を、「旧課長通知」は「治験の実施状況の登録について」（平成

30 年 3 月 26 日 薬生薬審発 0326 第 3 号）を指し、ウェブサイトのリンクは 2026 年 7 月 10

日時点で確認したものです。  

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_41264.html
https://jrct.mhlw.go.jp/
https://www.who.int/clinical-trials-registry-platform/network/who-data-set
https://www.who.int/publications/i/item/international-standards-for-clinical-trial-registers
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1. 【登録する治験の範囲について】通知本文【Ｑ＆Ａ１】 
 

 

 

 

Ａ１  

本通知発出日より前、かつ旧課長通知の発出日（平成 30 年 3 月 26 日）以降に日本で開始

した治験は、旧課長通知に準じて対応することとなります。また、この期間に開始した治験

は、治験の終了・中止が本通知発出以降であった場合でも、旧課長通知に準じて治験結果の

概要等を登録することで構いません。ただし、2023 年 3 月の jRCT へのシステム統合により

JapicCTI に登録した治験情報のデータは jRCT へ移行されました。そのため、jRCT 移行後

に新たに登録が必要になった項目については、本Ｑ＆Ａ及び別紙 1、2 を参照の上、該当す

る治験の jRCT での最初の治験情報更新時に登録が必須となります。 

なお、旧課長通知日より前に開始し、治験情報を登録している治験では、必須ではありま

せんが、国民の治験情報へのアクセス確保の観点から、旧課長通知及び本通知に準じて治験

結果の概要等を登録することを推奨します。 

 

 

2. 【登録する治験の範囲について】通知１．（１）【Ｑ＆Ａ２～４】 
2.1 治験薬等を用いた臨床試験以外の試験【Ｑ＆Ａ２】 

 

 

 

 

Ａ２ 

本通知で対象となる治験は、「令和 2 年 9 月 1 日以降に新たに治験計画届書の提出が行わ

れる治験」とされているため、健康な方を対象とした第 I 相試験（治験計画届の提出が不要

な生物学的同等性を確認する試験を除く）を含む治験が対象となります。したがって、ご質

問のような治験には該当しない臨床試験は本通知の対象外となります。ただし､製造販売後

臨床試験については、「製造販売後臨床試験の実施に係る遵守事項の取り扱いについて」（令

和 4 年 9 月 30 日 薬生薬審発 0930 第 4 号・薬生安発 0930 第 17 号）が発出され、新たに登

録の対象になりましたので、本通知の対象ではないものの登録が必要となることご留意く

ださい。 

また、他の法規制やガイドライン等（臨床研究法や人を対象とする生命科学・医学系研究

に関する倫理指針など）が適応される試験や研究は、該当する法規制やガイドライン等に従

Ｑ１ 本通知に「令和 2 年 9 月 1 日以降に新たに治験計画届書の提出が行われる治験」

との記載があるが、本通知発出日より前に治験計画届書を提出しており、本通知発出日

以降に終了・中止する治験はどのような取扱いになるか。 

Ｑ２ 本通知に「治験薬等を用いた臨床試験」とあるが、一般用医薬品を評価するた

めの臨床試験として実施されるオープン試験、製造販売後臨床試験、治験計画届を提出

しない試験や研究等は対象となるか。 
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い登録してください。 

 

 

2.2 共同開発【Ｑ＆Ａ３】 
 

 

 

Ａ３ 

治験情報を重複して登録する必要はないため、いずれかの企業が登録することで問題あ

りません。ただし､共同開発先の名称を含めて登録してください。 

 

 

2.3 被験者との臨床試験結果の共有【Ｑ＆Ａ４】 
 

 

 

 

 

 

Ａ４ 

「IFPMA の責任ある臨床試験（治験）データ公開に関する原則」では、「被験者との臨床

試験結果の共有」として結果のレイサマリーを求めていますが、本通知では結果のレイサマ

リーに関する言及はなく、jRCT への「治験情報」及び「治験結果の概要」の登録のみが必

須とされています。なお、終了報告申請の画面（総括報告書概要）の「2-1 その他の添付資

料 1」及び「2-1 その他の添付資料 2」に結果のレイサマリーを掲載することができます。

jRCT 入力ガイダンス（企業治験）（https://jrct.mhlw.go.jp/）も参照してください。 

 

 

3. 【登録言語について】通知１．（２）【Ｑ＆Ａ５～６】 
3.1 日本以外の国の登録センターとの連携【Ｑ＆Ａ５】 

 

 

 

Ａ５ 

本通知では、ClinicalTrials.gov 等の諸外国のレジストリ（登録機関）の登録センター名、

及びその登録番号の記載をもって、英語での登録とはみなしておりません。jRCT には、日

Ｑ３ 国内共同開発で治験計画届を各社がそれぞれ提出する場合、治験情報の登録は

いずれかの企業が行うことでよいか。 

Ｑ４ 2018 年 1 月 15 日に国際製薬団体連合会（IFPMA）で採用された、「IFPMA の責

任 あ る 臨 床 試 験 （ 治 験 ） デ ー タ 公 開 に 関 す る 原 則 」

（https://www.jpma.or.jp/basis/rinsyo/policy18.html）では、患者さんにもわかりやすい治験

結果公開を目的として、被験者との臨床試験結果の共有を進めている。本通知でも、患者

さんにとって分かりやすい結果が、治験結果の概要とは別に必要となるか。 

Ｑ５ 本通知に「日本語及び英語で登録する」とあるが、英語での登録は

ClinicalTrials.gov 等の登録センター名とその登録番号のみの記載でもよいか。 

https://jrct.mhlw.go.jp/
https://www.jpma.or.jp/basis/rinsyo/policy18.html
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本語と英語での登録が必要です。 

ClinicalTrials.gov のような外国の登録センターに登録している場合でも、同様の情報を、

jRCT の各項目の英語欄に記載してください。 

なお、旧課長通知の対象となる治験で、治験情報を日本語で JapicCTI に、英語で

ClinicalTrials.gov に登録していた治験は、jRCT での最初の治験情報更新時に英語の情報登

録が必要になります。本Ｑ＆Ａ５０、及び別紙 1、2 もご参照ください。 

 

 

3.2 IRB 情報の登録言語【Ｑ＆Ａ６】 
 

 

 

 

 

Ａ６ 

本通知では、IRB の情報「Ethics Review」について、jRCT に日本語及び英語で登録する

ことを求めているため､ClinicalTrials.gov 等の外国の登録センターに IRB の情報、及び IRB

の設置機関情報を登録している場合でも、jRCT への登録が必須となります。 

 

 

4. 【登録する情報について】通知１．（３）【Ｑ＆Ａ７～２７】 
4.1 IRB 情報の登録【Ｑ＆Ａ７～１０】 

 

 

 

 

Ａ７ 

「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律等の一部を改正す

る法律の施行に伴う関係省令の整備等に関する省令（改正省令）」（令和 2 年 8 月 31 日 厚

生労働省令第 155 号）で発出の「薬機法施行規則 第 272 条の 2（情報の公開）」では、WHO

が登録及び公表を求める事項をあらかじめ公表しなければならないと定められています。

そのため、個別に情報公開の承諾を取得する必要はありませんが、IRB 又は医療機関によっ

ては、事前連絡を希望される場合（例えば、多施設共同試験で代表して当該 IRB の情報の

みを公開することの確認、等）もあるためご留意ください。 

 

 

Ｑ６ WHO が国際臨床試験登録プラットホームで登録及び公表を求める項目に

「Ethics Review」がある。治験審査委員会（IRB）の情報、及び IRB の設置機関情報を外

国の登録センターに登録している場合でも、日本の登録センターに日本語及び英語で登

録する必要があるか｡ 

Ｑ７ WHO が国際臨床試験登録プラットホームで登録及び公表を求める項目に

「Ethics Review」がある。「Ethics Review」の公開について、IRB にあらかじめ情報公開の

承諾が必要となるか。 
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Ａ８ 

jRCT 仮登録及び登録時点で IRB が決定していない場合は、「3. 試験等の実施状況の確認

に関する事項」の「(2) 試験等の進捗状況」の「進捗状況/Recruitment status」で「募集前/Pending」

を選択、「6. IRB の名称等」の「当該試験等に対する審査結果」では「未承認」を選択、「6. 

IRB の名称等」の各項目には、「承認後登録」、「-（ハイフン）」、「After approval」、又は「To 

be decided」等、「都道府県」にはいずれか 1 つの都道府県名をダミーデータとして登録し、

IRB が決定した時点で情報を更新することが可能です。 

 

 

 

 

 

Ａ９ 

公表する IRB の選定条件は、「7. その他の事項」の「(5) 全体を通しての補足事項等」に

登録することが可能です。なお、「6. IRB の名称等」の「IRB の名称」にも選定条件を登録

できますが、登録する場合は、IRB の名称の注釈であることがわかるように、括弧書き等で

示してください。 

また、可能な限り審査を実施した全 IRB 情報を掲載することが望ましいことから、2021

年 12 月に jRCT のシステムが改修され、「6. IRB の名称等」には複数の IRB 情報が登録でき

るようになっておりますが、現状としては少なくとも 1 つ以上の IRB 情報の登録が必須で

す。 

なお、JapicCTI では『IRB 等に関する事項』直下に、「注意：機関等への問合せはご遠慮

ください。また、IRB が複数存在する場合、一部の IRB 情報のみが公開されている場合があ

ります。問合せに関しては、項目『問合せ先』にある会社又は機関へご連絡ください。」と

いう注意事項が示されていましたが、jRCT では表示されていません。一般公開画面への表

示が必要な場合は、「7. その他の事項」の「(5) 全体を通しての補足事項等」又は「6. IRB の

名称等」の「IRB の名称」に注意事項を記載してください。 

 

Ｑ９ IRB が複数存在する場合で、一部の IRB 情報のみを jRCT の「6. IRB の名称等」

に公開する場合、公表する IRB の選定条件を記載してもよいか。 

Ｑ８ 初回の情報公開時期を遵守するために、IRB が決定していない状況で登録を実

施することがある。jRCT では「6. IRB の名称等」が入力必須となっており、該当する情

報が無く、対応に苦慮している。このような場合には、IRB 情報を後日に登録すること

は可能か。 
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Ａ１０ 

IRB の住所の登録が困難な場合は、「住所/Address」には「-（ハイフン）」を入力の上、登

録してください。なお、IRB の「電話番号」及び「電子メールアドレス」は任意の入力項目

となっています。 

 

 

4.2 実施医療機関情報の登録【Ｑ＆Ａ１１～１２】 
 

 

 

 

 

Ａ１１ 

「薬機法施行規則 第 272 条の 2」では､「治験実施の透明性の確保及び国民の治験への参

加の選択に資する事項をあらかじめ公表しなければならない」と定められており、本通知で

は登録する情報として「実施医療機関」が定められているため、すべての実施医療機関につ

いて「実施医療機関名」を jRCT へ登録し、公開することが必須となります。更に、国民の

治験情報への更なるアクセス向上のために、「所属機関の郵便番号」「所属機関の所在都道府

県」「所属機関の住所（丁番地含む）」を登録することを推奨します。 

また、「薬機法施行規則」及び本通知で、「実施医療機関」の公開が定められているため、

事前に医療機関の了承を得る必要はないと考えます。 

 

 

 

 

 

 

Ａ１２ 

一部項目（実施医療機関名、IRB 情報）を非公開としている事例があります。本通知では

実施医療機関と IRB の名称の掲載が定められていますが、公開が困難な場合は「-（ハイフ

ン）」を入力の上、登録してください。 

 

Ｑ１１ 本通知には「治験の実施状況等を第三者に明らかにし、治験の透明性を確保

し、もって被験者の保護、医療関係者及び国民の治験情報へのアクセスの確保、治験の

活性化に資する」とあるが、実施医療機関の公開は必須となるか。また、実施医療機関

の公表について､事前に医療機関の了解を得る必要はあるか。 

Ｑ１０ jRCT の「6. IRB の名称等」に、住所の登録が必須であるが、IRB より住所を

公開することのリスクを理由に、当該項目の公開を断られた場合には、どのように対応

すればよいか。 

 

 

Ｑ１２ 希少疾患等、治験参加者が少数の国内試験では、実施医療機関名及び IRB の

名称（施設名含む）を公開すると、地域が特定され、被験者の特定化リスクが生じる可

能性があるが、どのようにしたらよいか。 
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4.3 科学的な内容に関する問合せ先の登録【Ｑ＆Ａ１３】 
 

 

 

Ａ１３ 

本項目は、本通知で新たに登録項目として追加された「治験を代表する医師」に該当しま

す。本通知で「治験を代表する医師」とは WHO データセット 24 項目で登録・公表が求め

られている『「Contact for scientific queries（科学的な内容の問合せ先）」への問合せの回答に

責任を持つ立場の者であり、当該治験計画において科学的な視点から主導的な立場に立つ、

国内外の治験責任医師、治験調整医師、治験依頼者に所属する者で医学的観点から治験計画

について責任を持つ者等』を想定しています。したがって、「氏名」「Name」欄には、問合

せを受け付ける窓口の情報ではなく個人名を登録することが jRCT より求められています。

なお、治験依頼者に所属する者で医学的観点から治験計画について責任を持つ者という条

件に該当する場合には、医師免許を保有していない者を登録することもできます。詳細は、

jRCT 入力ガイダンス（企業治験）（https://jrct.mhlw.go.jp/）を参照してください。  

一方、「住所」「電話番号」「メールアドレス」等の詳細な連絡先については、科学的な

内容の問合せに迅速に対応できるならば、責任者の所属する医療機関以外の窓口の連絡先

の登録も可能であり、企業の窓口の情報を記載することもできます。 

製薬協のホームページに「治験の実施状況等の登録に関する説明会」の資料及び録音

（https://www.jpma.or.jp/information/evaluation/results/message/briefing_materials_200818.html）

が公開されています。併せてご参照ください。 

 

 

4.4 対象疾患の登録【Ｑ＆Ａ１４】 
 

 

 

Ａ１４ 

知的財産権等の理由により予定効能を登録できない場合には、「健康成人」や「健康参加

者」等として登録可能であることを jRCT に確認済みです。 

 

 

Ｑ１４ jRCT に健康成人を対象とした第Ⅰ相試験を登録する際、対象疾患名を「健康

参加者/Healthy volunteer」として登録することは可能か。 

Ｑ１３ jRCT の「科学的な内容に関する問合せ先」の氏名や所属機関の住所・電話番号・メ

ールアドレスにはどのような情報を入力すべきか。会社の窓口の情報を記載することは可能か。 

https://jrct.mhlw.go.jp/
https://www.jpma.or.jp/information/evaluation/results/message/briefing_materials_200818.html
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4.5 分かりやすい言葉での治験の概要の公開【Ｑ＆Ａ１５】 
 

 

 

Ａ１５ 

製薬協も分かりやすい言葉で治験の概要を公開することを推奨します。分かりやすい言

葉で治験の概要を公開する方法として、以下のいずれかの方法があります。 

 説明文書・同意文書（ICF）のファイルを jRCT の「2. その他の添付資料」に掲載す

る。 

 ICF の「治験の要約」部分のファイルを「2. その他の添付資料」に掲載する。 

 特に患者さん、一般の方等から要望の多い以下の項目を中心に、分かりやすい言葉

で「7. (5) その他」に入力、又は「2. その他の添付資料」に掲載する。 

 試験等の目的 

 治験薬情報（開発コード、一般名） 

 対象疾患 

 介入内容（投与群、投与量、投与方法、投与期間） 

 参加方法（入院、通院、在宅） 

 主要な検査項目、スケジュール 

 主要な参加条件 

 治験参加期間 

【入力例】 

本治験では、［疾患名］に対する治療薬として［開発コード/一般名］の効果（有効性）

と副作用（安全性）を調べます。 

事前の検査から最後の検査まで約○週間です。○週ごとに来院して治験薬の投与や○

○の検査を受けていただきます。 

本治験は、○○と診断され、かつ○○による治療で効果が得られなかった方を対象とし

ています。ただし他の条件も多数あり、本治験に参加していただけるか否かは専門家によ

る医学的判断が必要となります。 

本治験で用いられる治験薬［開発コード/一般名］は、［作用機序（例）○○という作用

のある薬剤（○○阻害薬）］です。本治験では、［開発コード/一般名 〇mg］又は［対照薬 

〇mg］が 1 日〇回〇週間投与されます。どちらが選択されるかはご自身でお選びいただ

けません。 

 

 

 

Ｑ１５ 患者さん、一般の方等から、治験を理解するために分かりやすい言葉で治験

の概要を jRCT から公開することが求められている。どのように対応すべきか。 
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4.6 WHO のデータセット【Ｑ＆Ａ１６～１９】 
 

 

 

Ａ１６ 

「薬機法施行規則 第 272 条の 2」で、WHO が登録及び公表を求める事項をあらかじめ公

表しなければならないことが定められているため、必須となります。 

 

 

 

 

 

Ａ１７ 

jRCT の各項目について、各項目に該当する WHO データセット 24 項目の番号及び

JapicCTI の登録項目を別紙 1、2 及び製薬協のホームページに公開しています。以下の URL

より参照してください。 

 jRCT-JapicCTI 登録項目比較表（第 3 版） 

CL_202607_TF9-2-1.xlsx 

 JapicCTI からの移行試験の登録項目一覧（第 2 版） 

CL_202607_ TF9-2-2.xlsx 

なお、WHO データセット 24 項目には、項目ごとに登録する内容が説明されています。

以下の URL より参照してください。 

 WHOデータセット 24 項目 

https://www.who.int/clinical-trials-registry-platform/network/who-data-set 

 

 

 

 

 

 

Ａ１８ 

「薬機法施行規則 第 272 条の 2」で、WHO が登録及び公表を求める事項をあらかじめ公

表しなければならないことが定められているため適用できません。登録項目の中で公表に

支障がある項目は、知的財産権の喪失や競争上の利益侵害の可能性がない記載に変更する

等の措置を講じてください。なお、治験結果の概要の登録時期は、後述の「5.3 治験結果の

Ｑ１６ 本通知により、WHO が国際臨床試験登録プラットホームで登録及び公表を

求める項目（WHO データセット 24 項目）のすべての登録項目の入力が必須となるか。 

Ｑ１８ IFPMA の共同指針で、WHO データセット 24 項目のうち Delayed disclosure が

許容される項目について、IFPMA 共同指針に定められている遅延の考えを適用すること

は可能か。 

 

Ｑ１７ jRCT の各項目は、WHO データセット 24 項目や JapicCTI のどの項目に該当

しているか。 

https://www.jpma.or.jp/information/evaluation/results/allotment/c3ueho0000002ojv-att/CL_202607_TF9-2-1.xlsx
https://www.jpma.or.jp/information/evaluation/results/allotment/c3ueho0000002ojv-att/CL_202607_TF9-2-2.xlsx
https://www.who.int/clinical-trials-registry-platform/network/who-data-set
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概要の登録時期」も参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ１９ 

本通知では、原則として、WHO データセット 24 項目を jRCT の様式に応じて登録するこ

とになっているため、WHO データセット 24 項目はすべて必須の登録項目です。特にこれ

らの 7 項目は､常に最新の情報であることが望ましいため、変更等があった場合には、速や

かに更新されるべき項目として例示されたものです。 

 

 

4.7 IPD Sharing Statement の登録【Ｑ＆Ａ２０～２３】 
 

 

 

 

Ａ２０ 

登録内容は、各社で定めた内容の記載、又は各社のホームページに記載の内容の引用に加

えて、WHO のホームページ及び医学雑誌編集者国際委員会（ICMJE）Recommendations を

参照して、登録センターの様式に応じて登録してください。 

- WHO（https://www.who.int/clinical-trials-registry-platform/network/who-data-set） 

IPD sharing statement 

Statement regarding the intended sharing of deidentified individual clinical trial participant-

level data (IPD). Should indicate whether or not IPD will be shared, what IPD will be shared, 

when, by what mechanism, with whom and for what types of analyses. It consists of: 

1. Plan to share IPD (Yes, No) 

2. Plan description 

- ICMJE Recommendations（http://www.icmje.org/recommendations/） 

 

 

Ｑ１９ 本通知に「・・・、治験を代表する医師、治験薬、対象疾患、主要な適格基

準・除外基準、治験の現状（治験実施中、終了等）､実施医療機関、治験に関する問い合

わせ先等については、適時登録・更新を行うこと。」とあるが、WHO データセット 24 項

目のうち、これらの 7 項目のみを必須の登録項目とするという解釈でよいか。 

Ｑ２０ WHO データセット 24 項目が国際臨床試験登録プラットホームで登録及び公

表を求める項目に「IPD  sharing statement」がある。「IPD sharing statement」はどのように

登録すればよいか。（Individual clinical trial participant-level data：IPD） 

https://www.who.int/clinical-trials-registry-platform/network/who-data-set
http://www.icmje.org/recommendations/
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Ａ２１ 

IPD sharing statement は、治験開始時点から情報を登録し、変更があった場合には適宜更

新してください。 

なお、ICMJE Recommendations では、2019 年 1 月 1 日以降に被験者登録開始となる試験

の臨床試験情報登録に IPD sharing statement を含めることを求めています。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ２２ 

IPD sharing について、社内体制の構築は､2018 年 1 月に発出の IFPMA 共同指針

（https://www.jpma.or.jp/basis/rinsyo/shishin09.html）､IFPMA ポリシー「研究者へのデータ公

開の強化」（https://www.jpma.or.jp/basis/rinsyo/policy18.html）､及び以下の製薬協発信の成果物

を参考に､各社で対応してください。 

 News Letter（2019 年 7 月号 No.192）「臨床試験の個別被験者データの共有にあたっ

て 最近の動向も交えて」 

https://www.jpma.or.jp/news_room/newsletter/192/pdf/pdf-index-07.pdf 

 製薬協 医薬品評価委員会 データサイエンス部会「CTDS（Clinical Trial Data 

Sharing）に関連する規制と対応の留意点」（2020 年 3 月） 

https://www.jpma.or.jp/information/evaluation/results/allotment/ctds_points_to_remember.

html 

 製薬協 医薬品評価委員会 データサイエンス部会「臨床試験データの共有を促

進するために解決すべき課題について」（2022 年 12 月）

https://www.jpma.or.jp/information/evaluation/results/allotment/ds_202212_d_sharing.htm

l 

 

 

Ｑ２２ jRCT の「7. その他の事項」の「基本情報」で、「IPD 共有に関する計画」及

び「計画の詳細」が入力必須項目となっている。IPD sharing については、Region 間で共

有方針や SOP 等のコンセンサスを取るなど、社内体制の構築が必要であるがどのように

進めればよいか｡ 

 

Ｑ２１ WHO データセット 24 項目に「IPD  sharing statement」がある。「IPD sharing 

statement」は試験のデータに関する事項であることから、治験結果の概要と同様に治験の

終了後 1 年以内に情報を登録すればよいか｡ 

https://www.jpma.or.jp/basis/rinsyo/shishin09.html
https://www.jpma.or.jp/basis/rinsyo/policy18.html
https://www.jpma.or.jp/news_room/newsletter/192/pdf/pdf-index-07.pdf
https://www.jpma.or.jp/information/evaluation/results/allotment/ctds_points_to_remember.html
https://www.jpma.or.jp/information/evaluation/results/allotment/ctds_points_to_remember.html
https://www.jpma.or.jp/information/evaluation/results/allotment/ds_202212_d_sharing.html
https://www.jpma.or.jp/information/evaluation/results/allotment/ds_202212_d_sharing.html
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Ａ２３ 

「無」を選択し、「7. (4) 計画の説明/ Plan description」の項に、「7. (4) IPD データを共有す

る計画/Plan to share IPD において「無」としたが、現在、未対応である。」旨など現在の状況

を記載して登録することが可能です。 

 

 

4.8 治験結果の登録【Ｑ＆Ａ２４～２７】 
 

 

Ａ２４ 

よいと考えます。治験結果の概要は、jRCT の臨床研究実施計画の終了登録の画面におい

て、「総括報告書概要」として登録します。ClinicalTrials.gov に登録する Study Results 等と同

じレベルの内容を、日本語及び英語でテキスト形式にて登録するとともに、日本語及び英語

の内容に齟齬が生じないことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ２５ 

試験結果のファイルをアップロードするのみでは、WHO データセット「Summary Results」

の規定を満たしません。 

jRCT ではテキスト形式での結果登録が必須となっており、jRCT に登録された情報は､

WHO のポータルサイト International Clinical Trials Registry Platform（ICTRP）に登録されま

す。これは、jRCT が WHO の Primary Registry に認定されているためであり、Primary Registry

の認定条件として、「Summary Results」のテキスト入力が必須であるためです。図表を登録

したい場合は、添付ファイルとして公開することができます。 

 

 

Ｑ２４ 治験結果の概要は、ClinicalTrials.gov の Study Results と同じ内容でよいか。 

Ｑ２５ WHO データセット 24 項目に、「Summary Results」がある。登録センターによ

っては、試験結果をテキスト形式で登録せず、試験結果のファイルのアップロードによ

り登録することがある。この場合でも、WHO の求めるデータセット 24 項目のうちの

「Summary Results」を満たすと言えるか。 

Ｑ２３ jRCT の「7. (4) IPD データを共有する計画」は「有」か「無」しか選択できな

いが、企業として IPD sharing が未対応、対応準備中の場合にどのように登録すればよい

か  
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Ａ２６ 

発行元の URL、又は論文 Abstract の URL を記載するべきと考えます。 

 

 

 

 

 

Ａ２７ 

論文投稿の予定がない又は未投稿の場合、「結果と出版物に関する URL」は空欄で申請す

ることが可能です。 

 

 

5. 【治験情報の登録時期及び更新について】通知１．（４）ア及びイ【Ｑ＆Ａ 
２８～３６】 

5.1 治験情報の登録時期【Ｑ＆Ａ２８～２９】 
 

 

 

Ａ２８ 

各登録項目について、仮登録時及び登録時の入力必須/任意の別を、別紙 1：jRCT-JapicCTI

登録項目比較表 第 3 版として製薬協のホームページに公開しています。以下の URL より

参照してください。 

 jRCT-JapicCTI 登録項目比較表 第 3 版（シート_臨床研究実施計画情報登録） 

CL_202607_TF9-2-1.xlsx 

また、仮登録時に入力した情報は公開されません。「登録」ボタンをクリックし、新規申

請後に公開されます。 

 

 

Ｑ２６ 試験結果をオープンアクセスではない論文で公表している場合、jRCT の「結

果と出版物に関する URL」にはどの URL を入力すべきか。 

Ｑ２７ 試験結果を jRCT に登録する試験で論文等の投稿や学会発表を行わない又は

未投稿の場合、「結果と出版物に関する URL」は空欄で申請してよいか。 

Ｑ２８ 仮登録時の必須項目、登録時の必須項目は何か。また、仮登録時に登録した 

情報は公開されるか。 

https://www.jpma.or.jp/information/evaluation/results/allotment/c3ueho0000002ojv-att/CL_202607_TF9-2-1.xlsx
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Ａ２９ 

第 1 症例の同意取得をもって最初の被験者が治験に参加したと考えます。そのため、第

1 症例の同意取得日までに治験情報を登録してください。 

本通知の｢（日本国内の）医療関係者及び国民の治験情報へのアクセスの確保｣との記載を

鑑み､国際共同治験の場合の「最初の被験者の参加」は、日本国内での最初の被験者の参加

とし、日本国内の第 1 症例の同意取得日までに､治験情報を jRCT に登録してください。 

 

 

5.2 登録情報の更新【Ｑ＆Ａ３０～３１】 
 

 

 

Ａ３０ 

jRCT の登録の区分は､｢募集前/Pending、募集中/Recruiting、募集中断/Suspended、募集終了

/Not Recruiting、研究終了/Complete｣です。これらの状況が変化した場合は、速やかに更新し

てください。 

なお、JapicCTI から移行した試験の登録の区分は「募集前/preinitiation、参加募集中

/recruiting、参加募集中断（一時的）/suspended、参加募集中断（恒久的）/terminated、参加募

集終了/completed、その他/other」です。上記同様、状況が変化した場合は、速やかに更新し

てください。 

WHO のホームページも併せて参照してください。 

WHO（https://www.who.int/clinical-trials-registry-platform/network/who-data-set） 

Recruitment Status  

Recruitment status of this trial: 

Pending: participants are not yet being recruited or enrolled at any site 

Recruiting: participants are currently being recruited and enrolled 

Suspended: there is a temporary halt in recruitment and enrolment 

Complete: participants are no longer being recruited or enrolled 

Other 

 

 

Ｑ２９ 本通知では、治験情報の登録期限が、「最初の被験者が参加する前」と記載さ

れている。ここでの「参加」とは、第 1 症例の同意取得日、又は第 1 症例の治験薬投与

開始日のどちらを起点と考えるのか。 

 

Ｑ３０ 登録、更新に関して被験者の募集状況が変化した場合とは､どのような区分と

なるのか。

https://www.who.int/clinical-trials-registry-platform/network/who-data-set
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Ａ３１ 

本通知及び jRCT 入力ガイダンス（企業治験）等では､登録情報の更新のタイミングは触

れられていませんが、本通知の主旨である「治験実施状況等を第三者に明らかにし、治験の

透明性を確保し、もって被験者の保護、医療関係者及び国民の治験情報へのアクセスの確保」

を鑑み、可能な限り速やかに情報を更新してください。 

 

 

5.3 治験結果の概要の登録時期【Ｑ＆Ａ３２～３５】 
 

 

 

 

Ａ３２ 

治験の終了は、WHO データセット 24 項目の「Completion date」では、全地域での観察が

終了し、治験全体が終了した時［「最後のデータが収集された日（最終観察日）」又は「最終

症例の最終観察日（LSLV）」］を起点とすること、と規定されています。そのため、国際共

同試験の治験の終了は、上記に準じた時点としてください。 

 

 

 

 

 

Ａ３３ 

中止による治験の終了も本Ｑ＆Ａ３２の治験の終了と同じように取扱い、［「最後のデー

タが収集された日（最終観察日）」又は「最終症例の最終観察日（LSLV）」］を起点とするこ

とが望ましいと考えます。 

 

 

Ｑ３１ 「適時登録・更新を行うこと」と記載されているが、情報の更新があった後、

どの程度のタイミングで更新しなければならないか。 

Ｑ３２ 本通知では、治験結果の登録期限が「治験の終了後 1 年以内」と記載されて

いるが、国際共同治験での「治験の終了」とは､治験全体又は日本国内のどちらを指した

ものになるか。 

Ｑ３３ 本通知では、治験結果の登録期限が「治験の終了後 1 年以内」と記載されて

いるが、治験を中止した場合は、「治験の終了」とは、何を指したものになるか。 



18 

 

 

 

 

Ａ３４ 

IFPMA 共同指針（https://www.jpma.or.jp/basis/rinsyo/shishin09.html）に従い、製薬協及び

IFPMA 加盟会社は、治験情報及び治験結果の登録を宣言しています。知的財産や契約上の

権利に影響がない範囲の項目は、本通知に従って登録してください。ただし、治験終了後

1 年以内に結果を登録することが困難な場合には、本通知に従い、いずれかの国で承認又

は販売されてから 1 年以内の時点までに結果を登録してください。なお、治験結果の開示

の遅延は事前に届け出る必要はありませんが、理由を説明できるように記録を残しておく

ことを推奨します。 

 

 

 

 

 

 

Ａ３５ 

企業の製品戦略的な理由による登録の遅延も含まれますが、その場合は、理由を説明でき

るように記録を残しておくことを推奨します。登録項目の中で公表に支障がある項目は、知

的財産権の喪失や競争上の利益侵害の可能性がない記載に変更する等の措置を講じてくだ

さい。ただし、治験結果の概要の登録は､本通知に記載のとおり､各国の法律や規制等に適合

する範囲で行うことが求められます。 

 

 

5.4 医学雑誌への投稿【Ｑ＆Ａ３６】 
 

 

 

 

Ａ３６ 

現在、日本国内で実施する治験の実施状況の登録を規制する海外規制は確認できません

が、各国の法律や規則に抵触する場合、及びピアレビュー医学雑誌への発表に支障をきたす

場合等には、当該法律や規則、ピアレビュー医学雑誌への投稿規定等に適合する方法で登録

してください。また、事前に届け出る必要はありませんが、理由を説明できるように記録を

Ｑ３４ 治験結果の概要の登録について、「ただし、困難な場合においては、いずれか

の国で、承認又は販売されてから 1 年以内に登録すること。」とあるが、どのように解釈

すればよいか。 

 

Ｑ３６ 各国の法律や規則に抵触する場合及びピアレビュー医学雑誌への発表に支障

をきたす場合等は本通知に従うことなく、当該法律等を優先してよいか。また、事前に

当局に届け出る必要はあるか。 

 

Ｑ３５ 本通知に「困難な場合においては」との記載があるが、企業の製品戦略的な

理由による登録の遅延は含まれるか。また、その原因が解消されるまでは登録を不要と

してよいか。 

 

https://www.jpma.or.jp/basis/rinsyo/shishin09.html
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残しておくことを推奨します。 

 

 

6. jRCT 及び JapicCTI からの移行試験の登録項目及びシステム上の留意点【Ｑ

＆Ａ３７～５４】 
6.1 jRCT の登録項目【Ｑ＆Ａ３７～３９】 
 

 

 

Ａ３７ 

jRCT に登録する項目の中で、本通知及び WHO データセット 24 項目以外で独自に設定さ

れた項目及び設定理由を以下に示します。 

項目 設定理由 

実施期間 治験の実施状況等を第三者に明らかにし、治験の透明性を確

保し、被験者の保護、医療関係者及び国民の治験情報へのアク

セスの確保、治験の活性化に資するため設定している。 

試験等に用いる医薬品等

の概要（医薬品医療機器

等法における未承認・適

応外・承認内の別、販売

名、承認番号） 

本通知で登録を求めている「治験薬」に該当する。治験薬を一

義的に特定するために必要な情報であることから設定してい

る。 

全体を通しての補足事項

等、その他の添付資料 

jRCT の各入力欄には WHO が設定している文字数の制限があ

るため､文字数の制限を超える文章を記載する場合に本欄を

利用できるよう設定している｡ 

 

なお、JapicCTI から移行した試験の登録項目の中で、本通知及び WHO データセット 24

項目以外で独自に設定された項目を以下に示します。 

 予定試験期間 

 試験実施施設 

 治験計画届出（有無､届出番号､備考） 

 IRB 情報（委員長名/役職・委員名/役職） 

 その他（項目全般）  

 試験結果の開示（開示有無､なしの理由､開示予定日､備考､日本での開発状況､世界

で初となる承認国､承認日） 

 

Ｑ３７ 本通知で規定されている項目以外に、jRCT が独自に設定した項目及び設定

理由を教えてほしい。 
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Ａ３８ 

jRCT 入力ガイダンス（企業治験）では、新規登録時に「実施期間（開始日）」及び「実施

期間（終了日）」の予定日を入力し、国内での治験開始後に適宜更新することで問題ないと

あります。詳細は、jRCT 入力ガイダンス（https://jrct.mhlw.go.jp/）をご参照ください。 

 

 

 

 

 

Ａ３９ 

以下の入力内容や方法を jRCTに確認済みです。なお、「jRCT入力ガイダンス（企業治験）」

や「よくあるお問合せ」の最新版も併せてご確認ください（https://jrct.mhlw.go.jp/）。 

項目 入力方法 

1. (4) 多施設共同試

験等における治験責

任医師等に関する事

項など「所属機関」 

Ｑ３９－１ 

 jRCT で実施医療機関の情報を登録する場合、多施設共同試験等の

該当の有無で「無」を選択すると、医療機関の情報が入力できなく

なる。単施設で実施している試験の場合には、どのように入力すれ

ばよいか。 

Ａ３９－１ 

単施設で実施する試験の場合でも多施設共同試験等の該当の有無

で「有」を選択することで、 「1. (4) 多施設共同試験等における治

験責任医師等に関する事項など」に、実施する 1 施設の情報を入力

できます。jRCT 入力ガイダンス（企業治験）も参照してください。 

1. (4) 多施設共同試

験等における治験責

任医師等に関する事

項など「エクセル読

み込み」 

Ｑ３９－２ 

Excel ファイル読み込みにより多施設共同研究機関を登録する場合

は、都道府県名の登録が必要か。 

Ａ３９－２ 

Excel ファイルの M 列（所属機関の所在都道府県）、V 列（担当者

所属機関の所在都道府県）の両方に都道府県名の入力が必要です。

Ｑ３８ jRCT では､初回の臨床試験情報の登録が治験の開始前であっても､実施期間

（開始日）を日付まで入力する仕様になっており、治験開始前にどの日付を入れたらよ

いかわからない。原則として、臨床試験情報登録は治験開始前に行うものであるため、

初回の臨床試験情報の登録時点では、実施期間の開始日及び終了日の予定しかわからな

い場合には、どのように対応すればよいか。 

Ｑ３９ jRCT の入力方法について、「jRCT 入力ガイダンス（企業治験）」及び「よく

あるお問合せ」に掲載されている内容以外にも確認されている事項があれば教えてほし

い  

https://jrct.mhlw.go.jp/
https://jrct.mhlw.go.jp/
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項目 入力方法 

未入力の場合、Excel ファイルを読み込むことができず、アップロ

ードできません。 

2. (1) 試験等の目的

及び内容「実施国」 

Ｑ３９－３ 

日本以外の実施国の登録欄に入力したデータが、30 カ国までしか

保存できない。31 カ国以上の場合、どのように入力すればよいか。 

Ａ３９－３ 

登録できない情報については、実施国を記載したファイルを「2. そ

の他の添付資料」に掲載する、もしくは「7. (5) 全体を通しての補

足事項等」の「その他」の欄に登録してください。 

なお、WHO データセット 24 項目では countries として設定してお

り、region は設定されていないため、jRCT では「実施国」を設定

しています。 

2. (1) 試験等の目的

及び内容「副次的な

評価項目」 

Ｑ３９－４ 

入力マニュアルでは、副次的評価項目は「任意項目」とされている

が、登録が必須となる場合はあるか。 

Ａ３９－４ 

副次的評価項目は「任意項目」ですが、副次的評価項目が設定され

ている試験では、登録が必須になります。 

2. (2) 試験等に用い

る医薬品等の概要 

Ｑ３９－５ 

「販売名・承認番号（医薬品）」、「承認・認証・届出番号（医療

機器）」、「承認番号（再生医療等製品）」は、WHO データセッ

ト 24 項目に含まれない項目であるため、jRCT においても任意入

力という理解でよいか。 

Ａ３９－５ 

任意入力項目という理解で問題ありませんが、システム上は入力必

須の項目となっていますので「-（ハイフン）」等の入力が必要です。 

7. (5) 全体を通して

の補足事項等 

Ｑ３９－６ 

企業や施設で通常使用している「試験番号」を試験情報として登録

する際にはどのように対応すればよいか。 

Ａ３９－６ 

「7. その他の事項」の「(5) 全体を通しての補足事項等」に入力し

てください。jRCT 入力ガイダンス（企業治験）も参照してくださ

い。 

 



22 

6.2 新規・変更登録時のシステム上の留意点【Ｑ＆Ａ４０～４４】 
 

 

 

Ａ４０ 

初回登録日は、変更履歴の種別「新規登録」のバージョンに表示されている「登録日」で

確認することが可能です。ただし、初回登録後に jRCT から差し戻し等があった場合は、対

応後に再登録した日付に更新されるため、実際の初回登録日を jRCT 画面上で確認すること

はできません。 

なお、WHO の ICTRP の登録日には、jRCT 画面上の「登録日」ではなく「初回公表日」

の日付がデータ連携されています。 

ICMJE Recommendations では、「登録機関に最初に提出した日」を登録日とする旨が定め

られていますが、上述のとおり、当該日付は、初回登録後に差し戻し等が発生した場合には、

jRCT 画面上では確認することができません。そのため、後日、「初回登録日」について問わ

れた時に提示できるように、「初回登録日」の記録を残しておくこと、及び初回登録後に申

請ステータスが受付済に更新されたことを知らせるメールを保管しておくことを推奨しま

す。 

 

 

 

 

Ａ４１ 

2021 年 12 月にシステムが改修され、治験の区分として主たる治験や拡大治験を特定する

新たな登録項目が追加されました。拡大治験の情報を登録する際には、治験の区分「拡大治

験」を選択してください。また、jRCT 入力ガイダンス（企業治験）（https://jrct.mhlw.go.jp/）

も参照してください。システム改修前に登録した試験については、登録者側で治験の区分の

更新ができないため、jRCT ヘルプデスクに連絡して対応してください。 

 

 

 

 

 

Ａ４２ 

海外のみで実施する企業治験は、システムの仕様の関係で jRCT に登録できません。 

理由は、jRCT に治験実施国を登録する際、実施国として日本以外を登録しますが、臨床

研究情報ポータルサイトに連携される際に日本がデフォルトで追加され、実施国として表

Ｑ４０ 初回登録日（jRCT に情報・データを入力後、企業が初めて「登録」ボタンを

押した日）を、jRCT 画面上で確認することはできるか。 

Ｑ４２ 本通知の範囲外となる海外のみで実施する企業治験についても、jRCT に登録

することは可能か。 

Ｑ４１ 拡大治験を登録する際に必要な対応があるか。 

https://jrct.mhlw.go.jp/
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示される仕様となっているためです。 

ただし、JapicCTI では海外のみで実施する企業治験についても登録可能であったため、

JapicCTI からの移行試験については海外のみで実施した企業治験が登録されている場合が

あり、その場合は情報更新も可能となっています。 

 

 

 

 

 

Ａ４３ 

入力欄が足りない場合には、足りない情報を記載したファイルを「2 その他の添付資料」

に掲載する、もしくは「7. その他の事項」の「(5) 全体を通しての補足事項等」を適宜利用

して対応してください。「入力可能文字数一覧（治験）」及び「jRCT 入力ガイダンス（企業

治験）」（https://jrct.mhlw.go.jp/）も参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ４４ 

そのような場合は、一般名のみを記載し、販売名、承認番号は医療機関によって異なる等

の注釈を販売名欄に記載して登録することが可能です。ただし、投与経路ごとに代表する製

剤の情報を記載することが可能な場合は、投与経路ごとに登録してください。 

 

 

6.3 結果登録時のシステム上の留意点【Ｑ＆Ａ４５～４９】 
 

 

 

 

Ａ４５ 

jRCT では、文字数制限のために結果記載欄に記載できなかった情報は、終了報告申請の

画面（総括報告書概要）の「2-1 その他の添付資料 1」、及び「2-1 その他の添付資料 2」に添

Ｑ４５ 試験結果の登録に関して、文字数の制限があり、ClinicalTrials.gov と同じ情報

量を入力することが困難な場合がある。文字数制限を超えて入力したい場合にはどのよ

うに対応すればよいか。 

Ｑ４３ 入力可能文字数が 400 字と少ないために入力欄が足りないことがあるが、こ

の場合にどのように対応すればよいか。 

Ｑ４４ 試験で使用する併用薬等を実施医療機関で通常使用されている製品を使用す

る場合がある。複数のメーカーから販売されている製品では、施設により使用する製品

が異なるため、販売名や承認番号を試験等に用いる医薬品等の概要に一概に記載するこ

とが困難であるが、どのように対応したらよいか。 

https://jrct.mhlw.go.jp/
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付ファイルとして公開することができます。 

なお、jRCT の文字数の制限は､WHO データセットの項目の文字数の制限に合わせて設定

されているため、文字数の上限は変更することができません。 

 

 

 

 

Ａ４６ 

jRCT に結果を登録するには、治験終了後に終了報告申請の画面から結果を登録します。

jRCT のシステムの仕様で、試験結果の公開（終了届）と試験情報の更新（変更届）は同時

に作成することができません。終了報告申請の画面から結果を登録する前に試験情報を更

新する必要がないか確認の上、結果の登録作業を進めていただくようご留意ください。 

なお、JapicCTI からの移行試験で、「被験者募集状況：参加募集終了」「試験の現状：試験

完了」として JapicCTI に登録されていた試験は、jRCT では試験のステータスが「研究終了」

として登録されており、登録者側で試験情報の更新（変更届）も試験結果の公開（終了届）

もできません。「研究終了」の試験の情報更新が必要な場合については、jRCT ヘルプデスク

でデータ補正等の個別対応が必要です。更新を希望する箇所について jRCT ヘルプデスクに

連絡して対応してください。jRCT の「よくあるお問合せ」も併せてご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

Ａ４７ 

被験者への情報提供の観点から日本語も英語と同時に登録することが望ましいですが、

これにより登録が遅れることは、本来のあるべき姿ではありません。そのため、後日速やか

に日本語の結果概要を登録するならば、先に英語の結果概要のみを登録することは可能で

す。事前に jRCT ヘルプデスクにお問合せください。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ４７ 結果概要を登録する際、英語の結果概要が先に作成され、日本語（和訳）の

作成にタイムラグが生じる場合は、英語の概要のみ先に登録し、日本語の概要について

は後日登録とすることは可能か。 

Ｑ４６ jRCT での結果公開の方法を教えてください。 
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Ａ４８ 

jRCT のシステム上、終了報告申請の画面から結果を登録するため、一度終了申請（結果

の登録）をすると自動的に試験ステータスが「試験終了」となります。そのため、治験の実

施中に結果を公開したい場合には「3. (2) 試験等の進捗状況」の「主たる評価項目に係る研

究成果」欄の活用や添付資料の欄へのファイルのアップロード等の方法があります。 

また、jRCT のシステムの仕様で、一度結果を登録すると、登録者側からは治験情報の更

新（変更届）ができない仕様になっていますので、治験結果公開後に登録済みの治験情報の

更新が必要となった場合は、jRCT ヘルプデスクにお問合せください。なお、登録済みの結

果概要の更新は可能です（終了届変更）。 

 

 

 

 

Ａ４９ 

結果概要公開の希望日（投稿論文の出版日以降の日付など）を入力することでよいと考え

ます。希望日がない場合は空欄とすることも可能です。空欄とした場合は、jRCT による内

容確認後すぐに公開されます。 

 

 

6.4 JapicCTI からの移行試験のシステム上の留意点【Ｑ＆Ａ５０～５４】 
 

 

 

 

Ａ５０ 

「研究の種別（登録画面では「試験等の種別」）」、「治験の区分」、科学的な内容の問い合

わせ先の「連絡先住所」「連絡先電話番号」「連絡先 E メールアドレス」、一般的な問い合わ

せ先の「連絡先住所」「連絡先電話番号」「連絡先 E メールアドレス」及び「試験実施国・地

域」は、jRCT での最初の治験情報更新時に入力が必須です。また、英語情報が他の登録機

関ですでに登録・公開されている場合、JapicCTI では英語情報の入力を省略することができ

ましたが、jRCT では省略できないため、jRCT での最初の治験情報更新時に入力が必須で

Ｑ４８ 治験の実施中に中間解析の結果を公開したい場合、及び治験結果の公開後に

登録済みの治験情報や結果概要の更新が必要となった場合はどのように対応すればよ

いか。 

Ｑ５０ JapicCTI から jRCT へ移行した試験の更新時に、JapicCTI で必須でなかった項

目が、jRCT では「必須項目が未入力です。」と表示されて、入力が求められるが、どのよ

う対応すればよいか。 

Ｑ４９ 総括報告書概要ページの公開予定日には何の日付を登録すればよいか。 
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す。 

なお、JapicCTI では、IRB の名称等の「住所」「電話番号」「E メールアドレス」は、いず

れか 1 つ以上の登録が必須でしたが、jRCT では「住所」の登録が必須です。 

JapicCTI から jRCT へ移行した試験の登録項目一覧を別紙 1、2 及び製薬協のホームペー

ジに公開し、各登録項目の入力必須/任意の別を示しています。以下の URL より参照してく

ださい。 

 jRCT-JapicCTI 登録項目比較表（第 3 版） 

CL_202607_TF9-2-1.xlsx 

 JapicCTI からの移行試験の登録項目一覧（第 2 版） 

CL_202607_ TF9-2-2.xlsx 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ５１ 

下記のとおりにデータが移行しております。 

データ移行前 

JapicCTI 項目 

データ移行後 

jRCT 項目※ 

初回登録日 

初回公表日 

変更履歴の新規登録の「登録日」 

登録者画面の届出情報 新規の「届出日」 

登録者画面の届出情報 新規の「登録日」 

初回掲載日 変更履歴の新規登録の「公表日」 

最新登録日 登録日 

最新掲載日 最終公表日 

※特に記載がない場合は、最新の登録画面にて確認ください。 

 

 

Ｑ５１ 登録日や更新日は、通知や ICMJE Requirement の遵守の根拠となる重要なデ

ータであるが、JapicCTI の以下の項目は jRCT のどの項目に移行されたのか。 

- 初回登録日 

- 初回掲載日 

- 最新登録日 

- 最新掲載日 

https://www.jpma.or.jp/information/evaluation/results/allotment/c3ueho0000002ojv-att/CL_202607_TF9-2-1.xlsx
https://www.jpma.or.jp/information/evaluation/results/allotment/c3ueho0000002ojv-att/CL_202607_TF9-2-2.xlsx
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Ａ５２ 

jRCT 上で公開されていない場合は、jRCT ヘルプデスクに公開を依頼する、又は jRCT

の「主たる評価項目に係る研究成果」に登録しなおしてください。 

 

  

 

 

 

 

Ａ５３ 

研究の種別には、「特定臨床研究」「その他臨床研究」「治験」「再生医療等研究」があり、

それぞれの項目にさらに細分化された区分の選択肢があります。 

JapicCTI からのデータ移行時には、JapicCTI の登録情報で治験計画届出有りの試験は研究

の種別として「治験」が、無しの試験は「その他臨床研究」が自動で割り当てられています。

割り当てられた研究の種別（治験、その他臨床研究）を変更する場合は、jRCT ヘルプデス

クに連絡して対応してください。それぞれの項目からさらに細分化された区分は「保留」で

移行されておりますので、jRCT での最初の試験情報更新時に該当する研究の種別（企業治

験、医師主導治験など）を選択してください。  

 

 

 

 

 

Ａ５４ 

JapicCTI からの移行試験の登録項目の公開／非公開の別は、jRCT でも踏襲されています。

別紙 1、2 及び JapicCTI からの移行試験の登録項目一覧も併せて参照ください。 

 JapicCTI からの移行試験の登録項目一覧（第 2 版） 

CL_202607_TF9-2-2.xlsx 

 

 

Ｑ５４ JapicCTI からの移行試験のデータで非公開とされていた登録項目は jRCT で

も踏襲されるのか。 

Ｑ５２ JapicCTI からの移行試験で、試験実施中に JapicCTI に結果を公開した試験に

ついて、jRCT で結果のデータを公開するためにどのように対応すればいいか。 

Ｑ５３ JapicCTI で治験届情報を入力していなかった試験が、非特定臨床研究・観察

研究と同じカテゴリーに分類されており、「保留」から「治験」に変更できないがどのよ

うにしたらよいか。 

 

https://www.jpma.or.jp/information/evaluation/results/allotment/c3ueho0000002ojv-att/CL_202607_TF9-2-2.xlsx
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7. その他【Ｑ＆Ａ５５】 
 

 

 

 

Ａ５５ 

現時点では､登録センターの横断的な検索サイトとして､厚生労働省が提供している臨床

研究情報ポータルサイト（https://rctportal.mhlw.go.jp/）があります。 

なお、2023 年 3 月 6 日付で、日本医師会 臨床試験登録システム（JMACCT-CTR）と日本

医薬情報センター 臨床試験情報（JapicCTI）に登録されていたデータは jRCT に移行されて

います。 

 

 

8. 改訂履歴 
版数 作成日 改訂理由 

第 1 版 2018 年 9 月 21 日 初版 

第 2 版 2020 年 2 月 28 日 臨床試験情報登録に関するアンケートの結果を反映した｡ 

第 3 版 2022 年 3 月 14 日 改正省令（令和 2 年 厚生労働省令第 155 号）、及び課長通

知改訂（薬生薬審発 0831 第 9 号）を反映した｡ 

第 4 版 2024 年 2 月 22 日 2023 年 3 月 6 日に日本医薬情報センター臨床試験情報

（JapicCTI）の登録データが Japan Registry of Clinical Trials

（jRCT）に移行されたことを受け、改訂した。 

第 5 版 2026 年 7 月 24 日 2024 年に開催された jRCT のあり方検討に係る有識者委員

会における議論の結果及び 2026 年 3 月の jRCT 改修を受

け、改訂した。 

 

  

Ｑ５５ 現在、日本国内には jRCT、大学病院医療情報ネットワークセンター（UMIN）

など、複数の登録センターが存在しているが、登録センターが横断的に臨床試験情報を

検索できるサイトはないか。 

 

https://rctportal.mhlw.go.jp/
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9. 前版からの変更点の一覧 
｢治験の実施状況等の登録について｣の第 4 版から第 5 版の変更点を示す｡ 

 

第 5 版のＱ＆Ａの番号 第 4 版のＱ＆Ａの番号 特記事項 

１ １  

２ ２  

３ ３  

４ ４  

５ ５  

６ ６  

７ ７  

８ ８  

９ ９  

１０ １０  

１１ １１ jRCT のあり方検討に係る有
識者委員会における議論の
結果を踏まえ、第 5 版で改定
した。 

１２ １２  

１３ １３  

１４ １４  

１５  jRCT のあり方検討に係る有
識者委員会における議論の
結果を踏まえ、第 5 版で新設
した。 

１６ １５  

１７ １６  

１８ １７  

１９ １８  

２０ １９  

２１ ２０  

２２ ２１  

２３ ２２  

２４ ２３  

２５ ２４  

２６ ２５  
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第 5 版のＱ＆Ａの番号 第 4 版のＱ＆Ａの番号 特記事項 

２７ ２６  

２８  jRCT のあり方検討に係る有
識者委員会における議論の
結果及び jRCT 改修を受け、
第 5 版で新設した。 

２９ ２７  

３０ ２８  

３１ ２９  

３２ ３０  

３３  第 5 版で新設した。 

３４ ３１  

３５ ３２  

３６ ３３  

３７ ３４  

３８ ３５  

３９（３９－１～３９－６） ３６（３６－１～３６－５） ３９－２は第 5 版で新設し
た。 

４０ ３７  

４１ ３８  

４２ ３９  

４３ ４０  

４４ ４１  

４５ ４２  

４６ ４３  

４７ ４４  

４８ ４５  

４９ ４６  

５０ ４７  

５１ ４８  

５２ ４９  

５３ ５０  

５４ ５１  

５５ ５２  
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医薬品評価委員会 2026 年度タスクフォース 9-2 

 

 

資料作成者 

石畑 雅大 武田薬品工業株式会社 リーダー 

秋山 忠雄 第一三共株式会社  

八木 真理子 田辺ファーマ株式会社  

富安 諒介 マルホ株式会社  

 

 

監修 

運営幹事 植田 正樹 田辺ファーマ株式会社 

タスクフォース 
グループ 9 リーダー 

奥田 伊奈葉 グラクソ・スミスクライン株式会社 

 

 

以上の資料作成にあたり、ご指導を賜りました厚生労働省医政局研究開発政策課の皆様

に深謝するとともに、本資料の作成・レビューに関与いただいた 2024-2025 年度特別プロジ

ェクト 2｢患者のための治験情報公開の促進｣の皆様、査読を実施いただいた査読担当者の諸

氏に感謝いたします｡ 
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10. 別紙 
 

別紙 1：jRCT-JapicCTI 登録項目比較表 第 3 版 作成日：2026 年 7 月 24 日 

    CL_202607_TF9-2-1 

・臨床研究実施計画情報登録 

     ・総括報告書概要 

 

別紙 2：JapicCTI からの移行試験の登録項目一覧 第 2 版 作成日：2026 年 7 月 24 日 
CL_202607_TF9-2-2 

・臨床研究実施計画情報登録 

・総括報告書概要 

 

 

https://www.jpma.or.jp/information/evaluation/results/allotment/c3ueho0000002ojv-att/CL_202607_TF9-2-1.xlsx
https://www.jpma.or.jp/information/evaluation/results/allotment/c3ueho0000002ojv-att/CL_202607_TF9-2-2.xlsx
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